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そ
の
生
涯
と「
没
後
二
百
年
祭
記
念
事
業
」

郷
土
の
偉
人 

蒲
生
君
平

 

を
ご
存
知
で
す
か
？

蒲
生
君
平
の
生
涯
を
た
ど
る

　

今
年
は
、
江
戸
後
期
の
学
者
で
あ
り
、
林
子

平
、
高
山
彦
九
郎
と
共
に
「
寛
政
の
三
奇
人
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
蒲
生
君
平
の
没
後
２
０
０
年
と

な
り
ま
す
。

　

宇
都
宮
に
生
ま
れ
育
っ
た
蒲
生
君
平
と
は
、

ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

は
じ
め

に
、
君
平
の
生
涯
を
簡
単
に
見
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

　

宇
都
宮
市
の
「
宇
都
宮
歴
史
と
文
化
財
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
に
、
君
平
の
生
涯
や
業
績
の
紹
介
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
元
に
略
伝

を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。

　

蒲
生
君
平
は
明
和
５
年
（
１
７
６
８
）、
宇
都

宮
の
新
石
町
（
現
・
小
幡
１
丁
目
）
の
燈
油
商

の
四
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
諱い

み
な

は
秀ひ

で
ざ
ね実

、
通
称

は
伊
三
郎
、
号
は
修
静
庵
、
字あ

ざ
な

は
君
平
・
君
臧

と
い
い
ま
し
た
。

（「
諱
」
は
本
名
、「
字
」
は
通
称
で
、
学
者
や

文
人
が
よ
く
使
っ
て
い
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
諱

を
使
う
こ
と
は
無
く
、
日
常
で
は
号
か
字
で
呼

び
合
って
い
ま
し
た
）

　

父
の
名
は
福
田
正
栄
（
又
右
衛
門
）
で
、
父

の
死
後
、
兄
が
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
福
田
家

は
燈
油
商
の
か
た
わ
ら
農
業
も
営
み
、
家
計
は

裕
福
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
歳
の
と
き
、
延
命
院
で
住
職
の
良
快
和
尚

か
ら
読
み
書
き
を
教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
『
太

平
記
』
を
愛
読
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
頃
、

祖
母
よ
り
祖
先
が
戦
国
時
代
に
活
躍
し
た
会
津

の
名
将
・
蒲
生
氏
郷
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
「
先

祖
の
名
を
汚
さ
ぬ
学
者
に
な
ろ
う
」
と
決
め
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
鹿
沼
の
儒
学
者
鈴
木
石せ

っ
き
ょ
う橋
や
黒
羽

藩
家
老
鈴
木
為い

ち
ょ
う
け
ん

蝶
軒
に
師
事
し
ま
し
た
。
ま
た
、

先
祖
が
会
津
城
主
蒲
生
氏う

じ
さ
と郷
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
成
長
し
た
の
ち
自
ら
の
姓
を
蒲
生
と
改
め

ま
し
た
。

　

足
利
学
校
が
荒
廃
し
て
い
る
と
聞
き
、
寛
政

５
年
（
１
７
９
３
）
に
当
時
の
庠
主
・
青
郊
を
助

け
て
、
そ
の
復
興
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　

藤
田
幽
谷
、
林
子
平
、
高
山
彦
九
郎
と
交
友

が
あ
り
、
享
和
元
年
（
１
８
０
１
）
に
吉
祥
寺

の
近
く
に
学
塾
「
静
修
庵
」
を
開
き
、
文
筆
活

動
に
励
み
ま
し
た
。

　

寛
政
８
年
（
１
７
９
６
）
か
ら
同
９
年
と
、
寛

政
12
年
（
１
８
０
０
）
の
２
回
、
荒
廃
し
た
天
皇

陵
を
調
査
し
て
享
和
元
年（
１
８
０
１
）に
は『
山

陵
志
』
を
完
成
さ
せ
、
文
化
５
年
（
１
８
０
８
）

に
そ
れ
を
出
版
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
は
じ
め
て
、

今
も
使
わ
れ
て
い
る
「
前
方
後
円
」
墳
と
い
う

名
称
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
藩
の
藩
校
・
修
道
館
の
設
立
に
参
画

し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
昌
平
坂
学
問
所
主
宰
・
林

述
斎
に
も
師
事
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
江
戸
の
駒
込
吉
祥

寺
に
居
を
定
め
「
修し

ゅ
う
せ
い
あ
ん

静
庵
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

こ
こ
で
弟
子
に
学
問
を
教
え
る
傍
ら
、
執
筆
に

い
そ
し
み
ま
し
た
。
主
著
『
山
陵
志
』
は
、
こ

の
時
代
に
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
に
妻
を
め
と

り
、
翌
年
日
本
橋
石
町
へ
移
転
。
文
化
10
年

（
１
８
1
3
）
７
月
５
日
に
没
し
ま
し
た
。
46

歳
で
し
た
。

　

谷
中
（
現
・
東
京
都
台
東
区
）
の
臨り

ん
こ
う
じ

江
寺
に

葬
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
に
宇
都
宮
の
桂
林
寺
に

分
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

著
書
に
『
今こ

ん
じ
ょ書

』、

『
山さ

ん
り
ょ
う
し

陵
志
』、『
不ふ

じ
ゅ
つ
い

恤
緯
』、

『
職し

ょ
っ
か
ん
し

官
志
』、『
皇こ

う
わ
ひ
ょ
う
ち
ゅ
う
ろ
く

和
表
忠
録
』

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
主
な
著
作
】

　

君
平
は
水
戸
光
圀
が

編
纂
を
始
め
た
『
大
日
本

史
』
を
補
う
た
め
に
「
九

志
」（
神
祇
志
・
山
陵
志
・

姓
族
志
・
職
官
志
・
服
章

志
・
礼
儀
志
・
民
志
・
刑
志
・

兵
志
）
の
編
纂
を
思
い
立

ち
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

構
想
は
ま
と
ま
っ
て
い
た
も

の
の
、
生
前
に
ま
と
ま
っ
た

も
の
は
『
山
陵
志
』『
職

官
志
』
の
２
志
に
留
ま
り

ま
し
た
（『
刑
志
』
は
執

筆
し
た
も
の
の
散
逸
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
）。

　
「
蒲
生
君
平
」は
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
学
者
で
す
。
儒
学
者
で
あ
り
、
政
治
学
者
で

も
あ
り
、
歴
史
家
で
も
あ
り
、
優
れ
た
教
師
で
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
君

平
は
、
宇
都
宮
市
の
出
身
で
す
。
今
年
没
後
２
０
０
年
を
迎
え
た
蒲
生
君
平
の
足
跡
を
た
ど
る

と
と
も
に「
没
後
二
百
年
祭
記
念
事
業
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

      『
今
書
』  

寛
政
４
年（
１
７
９
２
）

　

政
治
論
と
し
て
書
か
れ
、
神
祇
・
山
陵
・
姓
族
・

職
官
・
服
章
・
礼
儀
・
民
・
刑
・
志
の
九
志
の
構

想
に
発
展
し
た
。
没
後
の
文
久
３
年（
１
８
６
３
）

刊
行
。『

山
陵
志
』
寛
政
12
年（
１
８
０
０
）頃

　

荒
廃
し
た
近
畿
地
方
の
陵
墓
（
歴
代
天
皇
皇

族
の
墓
）
を
調
査
し
た
研
究
書
。
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
の
は
、
天
皇
の
陵
墓
。
ち
な
み
に
こ
の
書

の
中
で
、
初
め
て
「
前
方
後
円
」
墳
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
た
（
そ
れ
ま
で
は
「
車
塚
」
な
ど

と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
た
）。
出
版
は
文
化
５
年

（
１
８
０
８
）。

『
不
恤
緯
』
文
化
４
年（
１
８
０
７
）

　

当
時
懸
念
さ
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
の
進
出
に
対

し
、
国
防
論
を
建
白
し
、
そ
の
中
で
、
士
族
に

頼
ら
ず
、
民
兵
を
用
い
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と

論
じ
て
い
る
。
後
に
吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾
か
ら

も
出
版
さ
れ
て
い
る
（
安
政
５
年
刊
）。

『
職
官
志
』
文
化
７
年（
１
８
１
０
）頃

　

朝
廷
の
官
職
、
官
位
、
身
分
階
級
、
官
制
を

解
説
し
た
書
物
。
文
化
8
年
（
１
８
１
２
）
に

第
１
巻
を
出
版
、
続
巻
の
出
版
は
没
後
の
文
化

13
年
（
１
８
１
６
）
と
な
る
。

『
皇
和
表
忠
録
』
執
筆
年
未
詳

　

多
く
の
学
者
が
外
国
の
忠
臣
の
み
を
唱
導
す

る
の
に
対
し
て
、
深
く
我
が
国
の
歴
史
を
顧
み
、

古
典
の
う
ち
に
す
で
に
君
臣
の
大
儀
の
明
ら
か
で

あ
る
こ
と
を
弁
じ
た
も
の
。
出
版
は
明
治
元
年

（
１
８
６
８
）。

（「
宇
都
宮
の
歴
史
と
文
化
財
」
蒲
生
君

平http://st0011.nas931.utsunom
iya.

nttpc.ne.jp/ext/jinbutu_syousai/
gam

okunpei_in.htm
l　

に
加
筆
修
正
）

君
平
の
政
治
論
文『
今
書
』（
蒲
生
神
社
蔵
）

蒲
生
君
平
／
が
も
う  

く
ん
ぺ
い　

◎
明
和
５
年
〜
文
化
10
年（
１
７
６
８~
１
８
１
３
）

　

名
は
秀ひ

で
ざ
ね実
、通
称
は
伊
三
郎
、号
は
修
静

庵
、字
は
君
平・君
蔵

蒲生君平の肖像画 （小堀鞘音画、宇都宮市指定文化財・蒲生神社蔵）

　君平が主著『山陵志』執筆のために、
京都の知人である小沢蘆庵宅に逗留し
ていました。蘆庵は歌人であり、和漢の
学問にも通じた学者でもありました。君
平よりも 45 歳年長でしたが、二人が心
を通じ合わせるようになったいきさつを、
君平の知人だった作家の滝沢馬琴は、こ
のように書いています。
　蘆庵は礼儀正しい人物で、君平が戻る
まで必ず自分も起きて待っていたといい
ます。ある日、君平の帰りが夜中過ぎた
ため、さすがに「どうしたことか」と咎
めると、「天皇陵の調査の帰り、等持院
を通りかかり足利尊氏の墓に詣でたのだ
が、彼が天皇に背いて天下をわがものに
したことに怒りがこみ上げ、持っていた
杖で何度も打ち据えてきました」と答え
ました。蘆庵はその心に感じ入ったと伝
えられています。

年長の歌人 小沢蘆庵
と心のふれあい

コラム①

郷土の偉人 蒲生君平 をご存知ですか？
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記
念
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

企
画
展
な
ど

　

昨
年
７
月
に
結
成
さ
れ
た
「
蒲
生
君
平
没
後

二
百
年
祭
記
念
実
行
委
員
会
」（
日
野
原
正
委

員
長
）
で
は
、
蒲
生
君
平
の
功
績
を
讃
え
、
よ

り
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

① 

出
版
事
業

　

メ
ン
バ
ー
の
１
人
、
阿
部
邦
男
さ
ん
（
宇
都
宮

市
立
田
原
中
学
校
副
校
長
）
が
、
今
年
３
月
に

『
蒲
生
君
平
の
「
山
陵
志
」
選
述
の
意
義
』
を

学
位
論
文
と
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
蒲
生
君
平

の
生
涯
と
、主
著
の
一
つ
『
山
陵
志
』
に
つい
て
の
、

長
年
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
君
平
の
生
涯
を
ま
と
め
た
絵
本

の
制
作
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
若
者

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
分
か
り
や
す
く
功
績
を
広
め
る

一
助
に
す
る
こ
と
が
、
主
な
目
的
で
す
。

② 

記
念
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

11
月
10
日
（
日
）
に
宇
都
宮
市
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
で
、
記
念
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

11
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
会
場
】
宇
都
宮
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

【
客
数
】
５
０
０
人

【
料
金
】
無
料

【
内
容
】

◎
記
念
講
演

演
題
／

「
蒲
生
君
平
の
業
績
と
寛
政
の
三
奇
人
」

講
師
／

阿
部
邦
男
（
蒲
生
君
平
研
究
家
、文
学
博
士
）

◎「
蒲
生
君
平
の
歌
」披
露
、合
唱

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
／

「
寛
政
の
三
奇
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

・
若
松
正
志
（
京
都
産
業
大
学
教
授
、
仙
台
市

　史
・
林
子
平
担
当
委
員
）

・
正
田
喜
久
（
高
山
彦
九
郎
研
究
会
会
長
）

・
阿
部
邦
男
（
蒲
生
君
平
研
究
家
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
日
野
原
正

（
以
上
　
敬
称
略
）

　

ま
た
、「
蒲
生
君
平
の
志
と
水
戸
黄
門
」を
テ
ー

マ
と
し
た
企
画
展
も
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

11
月
８
日
（
金
）
〜
14
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】
宇
都
宮
市
文
化
会
館
２
階
展
示
室

【
料
金
】
無
料

　

記
念
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
も
、
い
ず
れ

も
委
員
会
が
主
催
し
、
宇
都
宮
市
・
宇
都
宮
市

教
育
委
員
会
・
蒲
生
神
社
奉
賛
会
・
下
野
史
談

会
・
歴
史
文
化
を
伝
承
す
る
市
民
の
会
が
共
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
に
伴
い
、
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金
も
行
い
、

市
民
レ
ベ
ル
で
の
応
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

例
大
祭
、
盛
大
に
齋
行

　

本
年
７
月
５
日
に
、
例
大
祭
・
蒲
生
君
平
没

後
二
百
年
祭
が
盛
大
に
齋
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

蒲
生
神
社
の
葭
田
孝
宮
司
は
「
二
百
年
祭
を

き
っ
か
け
に
、
将
来
へ
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
考
え
て
行
き
た
い
。
せ
っ
か
く
開
催
す
る
の
で

す
か
ら
、一
過
性
で
な
く
、
形
に
残
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。
百
年
祭
を
き
っ
か
け

に
誕
生
し
た
蒲
生
神
社
を
護
り
育
て
る
葭
田
宮

司
だ
け
に
、
思
入
れ
も
ひ
と
し
お
で
し
ょ
う
。

　

日
野
原
正
委
員
長
は
、
横
浜
市
出
身
で
、
現

在
は
獨
協
医
科
大
名
誉
教
授
。
蒲
生
神
社
奉

賛
会
会
長
で
も
あ
り
ま
す
。「
５
年
ほ
ど
前
か

ら
具
体
的
に
計
画
を
練
り
始
め
ま
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。「
10
程
の
案
が
固
ま
っ
て
来
て
、

そ
こ
か
ら
現
在
の
事
業
案
が
生
ま
れ
た
の
で
す
」

毎
月
１
回
、
蒲
生
神
社
に
集
ま
っ
て
意
見
交
換

を
行
い
、
ま
さ
に
「
手
作
り
」
で
企
画
を
固
め

て
いっ
た
と
い
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
志
は
「
没
後
百
年
に
負
け
な
い
も

の
を
」で
一
致
し
て
い
ま
し
た
。
没
後
百
年
で
は
、

か
つ
て
の
宇
都
宮
藩
主
な
ど
が
蒲
生
神
社
創
建

を
運
動
す
る
な
ど
、
君
平
の
功
績
を
広
め
る
気

運
が
高
ま
り
ま
し
た
（
コ
ラ
ム
「
蒲
生
神
社
の

由
来
」
参
照
）。

　

同
委
員
会
の
小
林
暁
雲
事
務
局
長
は
「
こ
の

委
員
会
は
昨
年
７
月
８
日
に
正
式
に
発
足
し
た

の
で
す
が
、
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
の
こ

ろ
か
ら
『
二
百
年
祭
に
は
企
画
展
や
講
演
会
な

ど
を
や
ら
な
け
れ
ば
』と
話
し
合
って
い
ま
し
た
。

蒲
生
神
社
の
葭
田
孝
宮
司
や
奉
賛
会
、
歴
史
文

化
を
伝
承
す
る
市
民
の
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
中

心
と
な
って
、
準
備
を
始
め
て
い
ま
し
た
」
と
言

い
ま
す
。

　

委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
歴
史
文
化

を
伝
承
す
る
会
会
長
で
も
あ
る
谷
田
部
峻
さ
ん

（
谷
田
部
石
材
販
売
㈱
会
長
）
も
、「
せ
っ
か

く
の
二
百
年
祭
で
、
ど
う
いっ
た
夢
を
生
み
、
紡

い
で
行
く
か
が
大
切
」
と
強
調
し
ま
す
。「
こ

蒲
生
君
平
の
精
神
を
伝
え
る

「
没
後
二
百
年
祭
記
念
事
業
」

　

蒲
生
君
平
の
偉
業
を
讃
え
る
た
め
、
今
年「
没
後
二
百
年
祭
記
念
事
業
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
催
者
で
あ
る
没
後
二
百
年
祭
記
念
事
業
実
行
委

員
会
の
中
核
メ
ン
バ
ー
に
事
業
の
意
義
や
、
今
に
生
き
る
君
平
の
偉
大
さ
な

ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　寛政の三奇人は、その名前の通り、江
戸時代の寛政期に活躍した、『海国兵談』
などの著書で国防の重要性を唱えた林子平
（１７３８－１７９３）、尊王思想家の高山彦
九郎（１７４７－１７９３）、それに蒲生君平
の３人のことです。「奇」とは「奇妙」「怪
しい」などの意味ではなく「優れた」とい
う意味です。もっとも、いずれも個性的な
人物だけに、多少は奇行もあったようです。
　寛政元年（１７８９）に江戸に出た君平
は、この地でまず高山彦九郎と知り合いま
した。その後、彦九郎が陸奥へ旅立つと、
君平も後を追い、その帰路に仙台で林子
平を訪ねています。
　林子平は『海国兵談』で罪に問われ、
寛政５年（１７９３）に病没。同じ年、高山
彦九郎も久留米で自刃しています。彼らの
晩年に知己を得た君平が、大きな衝撃を受
けたことは間違いないでしょう。君平はそ
の後、子平の対外危機意識と、彦九郎の
尊王精神を結びつけ、自らの思想に取り込
んで行きます。

　君平の少年時代、ある冬の夜に近所で
大火事があり、家中が大騒ぎになりました
が、いつの間にか君平の姿が見えなくなり
ました。鎮火後、どこからともなく戻って
来た君平に両親が「皆が火事の対応に追
われている中、手伝いもせずどこに行って
いたのか」と叱ると「火事のおかげで明る
く、本を読むのに具合が良かった」と答え
たので、皆呆れたと伝えられています。
　また君平は 15 歳頃に鹿沼の儒学者・鈴
木石橋の塾に入り、いよいよ学業にいそし
んでいましたが、ある夜屋根の上で満月の
光の下、読書に没頭していたところ、隣家
から泥棒が出てくるのを発見しました。しか
し君平は読書を優先、そのまま逃がしてし
まいました。翌日、近所で騒ぎになった時
に君平が「昨夜の泥棒は東に逃げました」
と言うのを聞いて、一同あぜんとしたとい
うことです。

「寛政の三奇人」
と蒲生君平

少年時代の逸話

コラム②

コラム③

特集／宇都宮の歴史と文化再発見 郷土の偉人 蒲生君平 をご存知ですか？

本年7月5日に行われた例大祭・蒲生君平没後二百年祭の模様

修
しゅばつ

祓

祝
のりとそうじょう

詞奏上

献
けんせん

饌

献
けんぺい

幣使
し さ い

祭
詞
し

奏
そうじょう

上
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大正元年（１９１２）の没後九十九年祭の際に神社創建の話が起
こり、大正15年（１９２６）7月に蒲生神社本殿が竣工されました。毎
年７月５日には蒲生神社例大祭が厳粛に行なわれています。また、
毎月五日には月次祭が行なわれています。

“Gamou Kunpei” Historical Point Map 

塙田五丁目がもうじんじゃ

御贈位記念碑

02

蒲生君平の没後68年目にあたる明治14年（１８
８１）、国より正四位の位階が追贈されました。こ
れを記念した碑が、現在は宇都宮二荒山神社西
参道北側にある『贈正四位蒲生君平碑』です。
篆額が大勲位有栖川熾位親王の御染筆で、選
文は文学博士重野安繹、書は元老院議官巌谷
修氏です。

宇都宮二荒山神社おんぞういきねんひ

誕生地
蒲生君平は明和５年（１７６８）に当時の新石
町、現在の小幡１丁目で生まれました。生家
であった福田家は、今では跡形もありません
が、昭和５年（１９３０）に『蒲生君平先生誕
生之地』と刻まれた石柱が建立されました。
当時は大通りに建てられていましたが、現在
は小野瀬ビル裏手に移築されています。

小幡一丁目

06

蒲生君平坐像
　宇都宮市立東小学校の校庭正門左側にある蒲生君平座像は、昭
和15年（１９４０）に皇紀２６００年を記念して建てられました。石を五段
に積んで、その上に上下姿の坐像が、児童たちを見守っています。

東小学校

文化10年（１８１３）に没した蒲生君平は、友人知己によ
り東京谷中の龍興山臨江寺に手厚く葬られました。明
治14年（１８８１）の贈位により「宇都宮に里帰りを」とす
る有志の運動によって、宇都宮市清住の桂林寺にあっ
た蒲生家墓所に、遺髪が葬られました。墓石は現在は松
の木の下に建てられ、その左には子孫による『贈正四位
修静院殿文山義章大居士』の碑があります。

桂林寺

08
街角広場

　「前方後円」墳の名付け親である蒲生君平の偉業をたた
え、その前方後円墳をモチーフにした公園です。宇都宮地
方裁判所の道路を挟んだ南側に位置し、四季を通じて地域
の憩いの場となっています。

裁判所前

07
修学の地

　安永2年（１７７３）、６歳になった君平は、近所の泉町にある延
命院で、住職の良快和尚から読書習字の手ほどきを受け、また
儒教の基本経典である四書五経の素読を教えられました。これ
がその後の長い学問人生のスタートラインとなりました。

延命院

宇都宮
二荒山神社

　宇都宮市内にある、蒲生君平ゆかりの史跡を地図にしました。
ぶらぶらと散歩して回れる範囲に集まっていますから、

休日などに訪ねてみてください。
（蒲生神社ＨＰ http://www.gamoujinja.comを参考にしました） 

蒲生君平の

史跡をたどる

03

勅旌碑
明治２年（１８６９）12月、明治天皇は『君平の人となりや行
いがまことに立派であるから、これを広く郷里に表わし庶民
に知らせるように』と勅命を下し、それを受けて宇都宮藩知
事戸田志友が碑を建てました。これが、現在花房町３丁目
道路東側にある「勅旌碑」で、屋根の下に建立されていま
す。また、碑は宇都宮市の文化財に指定されています。

花房三丁目ちょくせいひ

6

れ
を
き
っ
か
け
に
、
市
民
が
歴
史
や
文
化
に
目

覚
め
、
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

宇
都
宮
に
は
、
全
国
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
文
化
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

百
人
一
首
は
、
歌
人
藤
原
定
家
が
、
宇
都
宮

城
主
で
あ
っ
た
宇
都
宮
蓮
生
（
宇
都
宮
頼
綱
）

の
求
め
に
応
じ
て
編
ん
だ
も
の
で
す
。
ま
た
江

戸
時
代
に
は
俳
人
与
謝
蕪
村
が
宇
都
宮
を
訪

れ
、
俳
壇
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
そ
う
いっ
た

と
こ
ろ
に
も
、
目
を
向
け
て
欲
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

蒲
生
君
平
の
魅
力
、

現
代
の
意
義
を
探
る

　

事
務
局
長
の
小
林
暁
雲
さ
ん
は
蒲
生
君
平
の

人
生
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
人
生
の

あ
り
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
学
べ
る
と
言

い
ま
す
。

　
「
君
平
は
、
祖
母
か
ら
自
分
が
蒲
生
氏
郷
の

末
裔
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
彼
が 

一
念
発
起
し
て
優
れ
た
学
者
に
な
っ
た
の
は
、
ま

さ
に
こ
の
祖
母
の
教
え
が
出
発
点
で
す
。
ま
た

君
平
が
時
に
家
の
手
伝
い
を
忘
れ
る
ほ
ど
に
読
書

に
熱
中
で
き
た
の
は
、
家
人
の
理
解
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
し
ょ
う
。
身
近
な
人
間
の
影
響
、
家

庭
教
育
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
」

　

小
林
さ
ん
も
、
子
ど
も
の
頃
に
教
師
だ
っ
た
母

親
か
ら
蒲
生
君
平
に
つい
て
教
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

歴
史
や
文
化
への
興
味
に
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
私
は
『
偉
人
を
作
る
の
は
あ
な
た
』
と
表

現
し
て
い
ま
す
。
歴
史
、
文
化
、
偉
人
の
業
績

を
語
り
伝
え
る
こ
と
が
、
次
の
世
代
の
偉
人
を

生
み
出
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

横
浜
生
ま
れ
で
、
獨
協
医
科
大
に
教
授
と
し

て
来
県
す
る
ま
で
は
君
平
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
、
日
野
原
委
員
長
。

　
「
栃
木
に
来
て
、
歴
史
家
で
教
育
者
の
故
・
雨

宮
義
人
先
生
の
知
己
を
得
ま
し
た
。
先
生
か
ら

君
平
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
大
き
な
感
銘

を
受
け
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
す
」

　

調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
君
平
の
魅
力
に
引
き
込

ま
れ
て
いっ
た
日
野
原
さ
ん
は
、
蒲
生
神
社
奉
賛

会
の
会
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
県
内
の
蒲
生
君

平
研
究
の
中
核
の
１
人
に
な
って
い
き
ま
し
た
。

　
「
栃
木
県
に
は
、
天
台
宗
の
僧
侶
で
中
国
ま
で

旅
し
た
円
仁
や
、
足
尾
鉱
毒
事
件
で
名
高
い
明

治
の
偉
人
・
田
中
正
造
、
そ
れ
に
蒲
生
君
平
な

ど
、
偉
大
な
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
れ
な
の

に
、
一
般
の
方
は
ま
だ
ま
だ
ご
存
じ
な
い
。
大
変

残
念
で
す
。
こ
の
事
業
が
、
今
後
の
市
民
の
歴

史
文
化
へ
の
興
味
を
呼
び
起
こ
す
一
助
に
な
れ
ば

と
思
って
い
ま
す
」

　

君
平
は
単
な
る
学
者
で
は
な
く
、
政
治
建
白

書
で
あ
る
「
不ふ

じ
ゅ
つ
い

恤
緯
」
を
著
す
な
ど
、
世
の
中

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
いっ
た
人
で
し
た
。
そ
の

業
績
を
た
ど
り
、
思
想
や
人
生
を
学
ぶ
こ
と
は
、

決
し
て
「
お
勉
強
」
で
は
な
く
、
現
代
に
生
き

る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
大
切
な
何
か
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　蒲生神社は、蒲生君平を祭神として祀る神社
です。
　大正元年（１９１２）に没後九十九年祭が行われ
た際に神社創建の話が起り、「蒲生会」（現・蒲生神
社奉賛会）が結成されました。会長には前藩主の戸
田忠友が就任し、建設資金の募集を開始しました。
　大正10年（１９２１）３月、神社創建願を内務省に提
出し、同年７月に創建の許可が下りました。12月、栃
木県から無償で提供された三蔵山の地ならし工事が
行われ、いよいよ建設が始まりました。
　神社本殿の竣工は大正15年（１９２６）７月16日
のことでした。その後今日まで、蒲生神社は市内・市
外はもとより全国に多くの崇敬者を集めています。
　長い石段を登り、緑に囲まれた境内にある拝殿
は、どっしりとした風貌を持っています。現在はそ
の右手に、これも郷土の生んだ初代横綱・明石志
賀之助の石像が建っています。
　蒲生神社では毎年７月５日に例大祭を行ってい
ます。また毎月５日には奉賛会有志による月次祭
が行われています。宮司は代々、今泉の八坂神社
の宮司が兼職しています。

蒲生神社の由来
コラム④

左から小林事務局長、葭田宮司、日野原委員長、谷田部委員

問合せ
蒲生君平没後二百年祭記念

実行委員会事務局
小林暁雲事務局長
☎０８０-５１７７-１１０３

e-mail: 
kunpeigamo@gmail.com

特集／宇都宮の歴史と文化再発見

郷土の偉人 蒲生君平 をご存知ですか？

神社建設予定地と明治天皇の命により宇都宮藩知事戸田忠友が
建立した勅旌碑　『絵葉書が映す下野の明治・大正・昭和 石井敏
夫絵葉書コ㆑クション』（随想舎）」より
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「
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第

２
２
７
回
役
員
会
」が
７
月
19
日

（
金
）・
20
日（
土
）、
市
内
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ

宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
は
、
役

員
会
の
参
加
者
受
け
入
れ
、
会
場

誘
導
、
受
付
、
会
場
設
営
、
二
次

会
会
場
の
設
定
と
誘
導
を
担
当
す

る
な
ど
、
全
国
か
ら
２
０
０
人
を

　

女
性
部
で
は
、
当
所
お
よ
び
宇

都
宮
市
を
さ
ら
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
そ
の
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
誕

生
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
所
創
立

１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
女

性
部
の
会
員
で
あ
る
宇
都
宮
メ

デ
ィ
ア
・
ア
ー
ツ
専
門
学
校
の
学

生
さ
ん
た
ち
に
も
、
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
商
工
会
議
所
の
商

（
し
ょ
う
）を
と
り「
し
ょ
う
ち
ゃ

ん
」と
し
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
歴
史
文
化
の
薫
る
ま
ち
、
商
工
業

の
発
展
、
そ
し
て
人
々
が
明
る
く

元
気
に
暮
ら
す
ま
ち
」で
す
。

　

ス
タ
イ
ル
は
、
白
ハ
チ
マ
キ
で

超
え
る
役
員
の
方
々
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

　

19
日
は
理
事
会
や
各
専
門
委
員

会
を
は
じ
め
と
し
た
諸
会
議
と
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
20
日
の
役
員
会

で
は
第
33
回
全
国
大
会
と
ち
ぎ
宇

都
宮
大
会
の
企
画
案
が
審
議
さ
れ
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
の
力
添
え
に
よ
り
滞
り
な

く
終
了
し
、
お
越
し
い
た
だ
い
た

全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
の
皆
さ
ま
に

「
お
も
て
な
し
の
心
」を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
役
員
会
を
通
し
て
宇
都
宮

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
、
来
年
２
月

の
全
国
大
会
に
向
け
て
一
つ
に
な
れ

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
全
国
大
会
ア
シ
ス
ト
委
員
会

                 　

委
員
長　

吉
川
泰
行
）

た
す
き
が
け
、
百
人
一

首
の
カ
ル
タ
を
あ
し

ら
っ
た
着
物
、
自
転
車

の
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
に
活
発
的
な
イ

メ
ー
ジ
で
袴
姿
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
宇
都
宮

は
駅
弁
発
祥
の
地
な
の

で
、
肩
か
ら
の
さ
げ
箱

の
中
に
駅
弁
や
市
の
名
産
物（
餃
子
、

苺
等
）な
ど
を
た
く
さ
ん
詰
め
込
ん

で
い
ま
す
。

　

性
格
は
、
い
つ
も
元
気
で
何
事

に
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
活
動
す
る
働

き
者
で
す
。

　

７
月
23
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た

当
所
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
で
初
登
場
し
た「
し
ょ
う

ち
ゃ
ん
」に
は
、
こ
れ
か
ら
開
催
さ

れ
る
各
種
創
立
１
２
０
周
年
記
念

事
業
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
で
賑

わ
う
宮
の
市（
商
業
祭
）や
ミ
ヤ
・

ジ
ャ
ズ
イ
ン
、
青
年
部
の
全
国
大
会
、

女
性
部
の
各
種
大
会
に
登
場
し
、

大
い
に
活
躍
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
副
会
長　

花
田　

静
子
）

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
２
２
７
回
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」誕
生

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議　員

栃木ダイハツ販売㈱
代表取締役社長

大原  博之氏
（平成 25年６月１日付）

栃木ダイハツ販売㈱
代表取締役社長

松沼  光男氏

「しょうちゃん」のコンセプトを
説明する福田会長

日本商工会議所青年部第２２７回役員会の様子

平
成
25
年
5
月
に

ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
入
会
員
の
紹
介

（平成25年5月1日～5月31日加入分　順不同・敬称略）   ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目
㈱アドバンス 宇都宮市竹林町570 616-6490 リフォーム工事業

特定非営利活動法人ルヴァン 宇都宮市西川田南1-4-19 658-8436 障がい者通所施設

かみおか工業㈱ 栃木市藤岡町太田1064-1 0282-62-1071 はつり工事業

crescom 宇都宮市兵庫塚3-17-7 612-2391 企業のIT化支援

㈱タイコ物流 宇都宮市野沢町310-1 665-8602 運送業

 宇都宮市江野町5-1 熊谷第9ビル3Ｆ 610-1211 旅行業

スピードネイル宇都宮 オリオン通り店 宇都宮市曲師町5-1 大島ビル3Ｆ 680-5828 ネイルサロン

川﨑　甲枝 宇都宮市越戸2-4-19コーポ川﨑Ⅲ102 661-1544 不動産賃貸業

ポチャ 宇都宮市宮園町1-10宮園ポケットビル 678-3987 韓国料理

㈱アルト 宇都宮市住吉町5-9 614-3656 生産設備機器販売業

㈱髙山建材 下野市上古山1350-2 0285-38-6712 運送業

らーめん酒場やったります!! 宇都宮市本町13-15 625-0670 ラーメン・焼き鳥

㈱ノバレーゼ（宇都宮モノリス） 宇都宮市中今泉3-14-15 614-4422 結婚式運営

今井車輌 宇都宮市石井町1849-1 307-4343 自動車板金塗装業

㈱モービルトラベラー 宇都宮市徳次郎町7-17 666-0830 中古車小売業

㈱ＣＣＲ音楽事務所 宇都宮市江曽島2-17-15 658-8933 演劇・コンサートの企画制作、開催

福山 宇都宮市西1-2-3 ＳＫビル1F 612-8958 ラーメン・餃子

ボディープラネット 宇都宮市二荒町5-4アルフォンスビル3F 612-7743 フィットネスクラブ

㈱長谷工コーポレーション埼玉支店 さいたま市大宮区下町1-8-1大宮下町1丁目ビル4F 048-612-1301 建設業

㈱アーウェイク 宇都宮市宿郷5-7-1 636-6722 介護用品販売業

㈲コマデン 宇都宮市福岡町1477-1 652-0594 電気工事業

㈱エイチ・アイ・エス東日本法人団体専門店事業部栃木営業所

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
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問合せ

創
立
1
2
0
周
年
記
念
事
業 

会
員
拡
大
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

新
入
会
員
募
集

　

当
所
の
会
員
数
は
平
成
25
年
７
月

31
日
現
在
で
６
、２
３
２
件
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
９
年
の
８
、７
０
０

件
を
ピ
ー
ク
に
廃
業
等
を
要
因
と
す

る
退
会
が
相
次
ぎ
、
こ
こ
10
年
来
は

退
会
件
数
が
入
会
件
数
を
上
回
り

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
創
立
１
２
０
周
年
を
記

念
す
る
中
心
的
な
事
業
と
し
て
、

当
所
の
全
組
織
力
を
活
用
し
て
会

員
増
強
に
取
り
組
む｢

会
員
拡
大
特

別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
役

員
・
議
員
、
関
係
機
関
団
体
の
ほ

か
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
宇
都
宮
商
工
会
議
所
役
員
・
議

員
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

５
件
以
上
の
宇
都
宮
商
工
会
議
所

未
加
入
事
業
所
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

◆
宇
都
宮
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所

の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

１
件
以
上
の
宇
都
宮
商
工
会
議
所

未
加
入
事
業
所
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
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地
域
振
興
部

☎
6
3
7-
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問合せ

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
売
上
ア
ッ
プ
塾

売
上
ア
ッ
プ
塾

　
「
理
論
・
理
屈
は
も
う
た
く
さ
ん

だ
」と
い
う
皆
様
の
声
を
受
け
、
具

体
的
な
売
上
ア
ッ
プ
に
向
け
た
手
法

の
習
得
と
、
即
実
践
に
よ
る
年
内

の
売
上
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
度
実
施
し
た「
超
実
践
的
売

上
ア
ッ
プ
塾
」が
、
受
講
者
の
皆
さ

ま
に
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
こ

と
か
ら
、
今
回
も
ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
か
ら
講
師
を

お
招
き
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い（
昨
年
度
受
講
さ
れ
た

方
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
も
役
立
つ

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
）。

【
日
程
・
テ
ー
マ
】

◎
10
月
８
日（
火
）　

「
買
え
る
」相
手
を
見
つ
け
れ
ば
確
実

に
売
れ
る

◎
10
月
15
日（
火
）　

新
成
長
期
を
掴
ま
え
る
経
営
革
新
実

践◎
10
月
22
日（
火
）　

生
涯
顧
客
化
に
向
け
た「
手
書
き
Ｄ

Ｍ
作
成
」

◎
10
月
29
日（
火
）　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
超
販
促
術

◎
11
月
５
日（
火
）　

経
営
革
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
成

す
る

◎
11
月
12
日（
火
）　

超
低
コ
ス
ト
チ
ラ
シ
作
成
の
極
意

【
時
間
】午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

【
会
場
】当
所
会
議
室
他

【
定
員
】30
人

【
料
金
】

当
所
会
員
お
よ
び
宇
都
宮
市
商
店
街

連
盟
会
員
１
万
円
、
非
会
員
２
万
円
。

※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
お
申
し
込
み
等

の
詳
細
は
、
本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨年度開催した「超実践的売上アップ塾」の様子

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
内
）

☎
6
1
0-

0
3
1
0

問合せ

認
定
支
援
機
関
が
、御
社
の
経
営
の
立
て
直
し
を
支
援
し
ま
す
！

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　

条
件
変
更
や
新
規
融
資
な
ど
の

金
融
支
援
が
必
要
な
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
皆
様
が
、
国
の
認

定
を
受
け
た
外
部
専
門
家（
認
定
支

援
機
関
）の
支
援
を
受
け
て
経
営
改

善
計
画
を
策
定
す
る
場
合
、
経
営

改
善
計
画
策
定
支
援
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
、
総
額
の
２
／
３（
上

限
２
０
０
万
円
）ま
で
負
担
し
ま
す
。

◎「
認
定
支
援
機
関（
経
営
革
新
等

　

支
援
機
関
）」と
は

　

中
小
企
業
の
経
営
相
談
等
に
関

し
て
専
門
的
知
識
や
実
務
経
験
が
一

定
レ
ベ
ル
以
上
に
あ
る
者
と
し
て
、

国
の
認
定
を
受
け
た
公
的
支
援
機

関
で
す
。
主
な
認
定
支
援
機
関
は
、

国
の
認
定
を
受
け
た
税
理
士
・
税

理
士
法
人
、
公
認
会
計
士
、
中
小

企
業
診
断
士
、
弁
護
士
、
金
融
機

関
等
で
す
。

　

お
近
く
の
認
定
支
援
機
関
は「
中

小
企
業
庁
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.chusho.m

eti.go.jp/
keiei/kakushin/nintei/kikan.htm

総
務
部

☎
6
3
7-

3
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3
1

問合せ

第
45
期
２
号
議
員
選
任
会
議

２
号
議
員
選
任
会
議
の
開
催
日
程
が
決
定
し
ま
し
た

　

議
員
は
商
工
会
議
所
の
運
営
に

つ
い
て
、
会
員
の
代
表
と
し
て
当

所
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る

議
員
総
会
を
構
成
し
ま
す
。
当
所

の
議
員
定
数
は
定
款
で
１
４
０
人

（
１
号
議
員
70
人
、
２
号
議
員
49
人
、

３
号
議
員
21
人
）と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
任
期
は
い
ず
れ
も
３
年
間（
本

年
11
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
10
月

31
日
ま
で
）で
す
。
こ
の
た
び
、
２

号
議
員
選
任
会
議
の
日
程
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

【
１
号
議
員
】

会
員
お
よ
び
会
員
以
外
の
特
定
商
工

業
者
の
投
票
に
よ
っ
て
、
会
員
の
う

ち
か
ら
選
挙
選
任
さ
れ
る
議
員
で
す
。

【
２
号
議
員
】

会
員
の
業
種
ご
と
に
分
類
さ
れ
た

10
部
会
に
お
い
て
、
各
々
の
割
当

数
に
基
づ
き
部
会
が
部
会
員
の
中

か
ら
選
任
さ
れ
る
議
員
で
す
。

【
３
号
議
員
】

１
号
議
員
お
よ
び
２
号
議
員
の
中

か
ら
選
任
さ
れ
た
選
考
委
員
に

よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
議
員
で
す
。

環境衛生部会

一般工業部会

金融部会

建設部会

商業卸部会

ホテル丸治

ホテルニューイタヤ

宇都宮商工会議所

宇都宮商工会議所

ホテルニューイタヤ

ホテルニューイタヤ

ホテルニューイタヤ

ホテルニューイタヤ

ホテルニューイタヤ

ホテル丸治

食品工業部会

金属工業部会

交通運輸部会

商業小売部会

情報・サービス部会

2号議員選任会議の開催日程

 部会名 日   時 場   所  部会名 日   時 場   所

9/18（水） 午前10時～10時30分

9/19（木） 午前10時～10時30分

9/19（木） 午前10時～10時30分

9/20（金） 午前10時～正午

9/20（金） 午後1時30分～2時

9/24（火） 午後1時30分～2時

9/25（水） 午後2時30分～3時

9/27（金） 午前10時～10時30分

9/27（金） 午後1時30分～2時

9/30（月） 午後4時～4時30分

経営改善支援センター利用申請から支払決定までの流れ

認定支援機関
（ 主要金融機関・外部専門家等）

中小企業・小規模事業者

経営改善支援センター

認定支援機関
（ 主要金融機関・外部専門家等）

認定支援機関
（ 主要金融機関・外部専門家等）

中小企業・小規模事業者

経営改善支援センター

認定支援機関
（ 主要金融機関・外部専門家等）

経営改善支援センター

①
 利用申請

② 
計画策定支援・
合意形成

④ 
モニタリング
（ フォローアップ）

③ 
支払申請および
支払い決定

◎ 連名で経営改善支援センター事業利用に係わる 申請書類を提出
◎認定支援機関に主要金融機関（メイン行または準メイン行）が含まれない場合は、
　経営改善計画策定支援について協力することの確認書面を提出する。

中小企業・小規模事業者の「経営改善計画書策定支援」を実施

◎ 計画について金融機関との合意形成後、連名で「経営改善支援センター事業費用
      支払申請書」を提出

◎ 経営改善計画および支払申請書の内容を確認
　【添付書類】業務別請求明細書　中小企業・小規模事業者からの支払を示す領収書等
◎ 支払申請の結果および支払決定額、支払予定日について、代表認定支援機関に通知
◎ 経営改善計画策定支援に係わる費用(モニタリング費用含む)の3分の2 (200万円) を
     上限として支払い

◎ 経営改善計画の記載に基づき、中小企業・小規模事業者のモニタリングを実施
◎ 経営改善支援センターに対し報告するとともに、「モニタリング費用支払申請書」を提出

◎  モニタリング報告書および支払申請書の内容を確認
　 【添付書類】業務別請求明細書　中小企業・小規模事業者からの支払を示す領収書等
◎ 支払申請の結果および支払い決定額、支払予定日について、代表認定支援機関に通知
◎ モニタリング費用（ 計画策定費用等を含む） の3分の2 (200万円) を上限として支払い

◎ 申請書類の内容を確認
　【添付書類】中小企業・小規模事業者の概要及び履歴事項全部証明書　業務別見積明細書　
◎ センターにおいて費用負担することが適切と判断した場合は、その旨を代表認定支援機
　関に通知
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マ
ル
経
融
資
は
、
宇
都
宮
市
内
で

1
年
以
上
事
業
を
営
み
、
商
工
会

議
所
の
経
営
指
導
を
6
カ
月
以
上
受

け
、
事
業
の
改
善
に
取
り
組
む
資
金

と
し
て
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
従
業
員
数
】小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
以
下
、
製
造
業
・
建
設

業
な
ど
は
20
人
以
下

【
税
金
完
納
】

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
市
県

民
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】
1
5
0
0
万
円

【
返
済
期
間
】

運
転
資
金
7
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間

1
年
以
内
）、設
備
資
金
10
年
以
内（
う

ち
据
置
2
年
以
内
）

【
金
利
】
1.
7
5
％

（
平
成
25
年
9
月
1
日
現
在
）

※
金
利
は
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま

　

す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保 

・ 

無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

　

会
員
企
業
限
定
の
特
別
融
資
制
度
で

す
。

　

当
所
会
員
で
、
会
費
を
完
納
し
て
お

り
、
各
種
税
金
の
滞
納
が
無
い
方
で
あ

れ
ば
、
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
金

利
や
手
数
料
な
ど
が
優
遇
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
提

携
金
融
機
関
ま
た
は
、
当
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

市
内
の
10
金
融
機
関
と
提
携

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

提
携
金
融
機
関
と
会
員
メ
リ
ッ
ト

○足利銀行  ☎626-0526   取扱手数料が無料
○鹿沼相互信用金庫  ☎648-2211  会員向けオリジナル商品 
○烏山信用金庫  ☎636-6611  金利0.25％優遇 
○群馬銀行  ☎634-7181 金利0.2％優遇  審査結果を原則翌営業日に回答 
○商工中金  ☎633-8191  金利0.1％優遇　
○筑波銀行  ☎633-1361  会員向けオリジナル商品 
○栃木銀行  ☎633-1241  金利0.2％優遇 
○栃木信用金庫  ☎633-21 1 1  金利0.25％優遇 
○東日本銀行  ☎634-9131  取扱手数料無料、金利優遇
○三菱東京UFJ銀行  ☎0120-250-587  金利0.25％優遇

　

こ
の
特
別
保
証
は
、
当
所
の
推
薦
に

よ
り
、
事
業
資
金
の
借
入
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上
営

み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
充
た
し
て
い
る

会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】
5
0
0
万
円
、
ま
た
は

平
均
月
商
の
3
倍
ま
で
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額

※
設
備
資
金
は
必
要
性
が
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
5
0
0
万
円
以
内
で
ご
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て
不

要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
支
援
事
業

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、

従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
の

相
談
に
応
じ
ま
す
！

　

平
成
25
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
、
会
員
企
業
の
経
営
者
お
よ
び

人
事
担
当
者
等
の
管
理
職
の
方
を

対
象
に
、
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
問
題
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

【
開
催
日
】希
望
に
よ
り
調
整

（
申
し
込
み
は
随
時
受
付
）

【
会
場
】当
所
会
議
室

【
相
談
員
】

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

藤
井
純
子
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
代
表　

藤
井
純
子
氏

【
対
象
者
】

会
員
企
業
の
経
営
者
お
よ
び
人
事
・

総
務
担
当
等
の
管
理
職

【
相
談
内
容
】

従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題

に
係
る
対
処
方
法
、
組
織
内
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
取
り
組
み
方

法
、
う
つ
病
等
に
よ
る
休
職
者
の

復
職
指
導
等

【
相
談
料
】

無
料（
た
だ
し
単
年
度
あ
た
り
１
社

3
回
ま
で
）

■
藤
井
純
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

宇
都
宮
市
出
身
。
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
、
年
間
約
２
、５
０
０

人
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

開
業
以
来
２
万
人
超
の
国
内
有
数
の

豊
富
な
臨
床
経
験
を
有
す
る
。

企
業
・
官
庁
に
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

セ
ミ
ナ
ー
や
、
多
く
の
顧
問
先
で
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
。

○
藤
井
純
子
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

宇
都
宮
市
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
２-

７-

12
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経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

消
費
税
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー

消
費
税
引
き
上
げ
に
向
け
た

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
を
業
種
別
に
開
催
し
ま
す

　

業
種
別
の
消
費
税
転
嫁
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
備

え
た
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
定
員
】各
50
人

【
受
講
料
】無
料

【
申
込
】本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
申

込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
号
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
消
費
税
転
嫁
対
策
相
談
窓
口
】

　

消
費
税
率
が
平
成
26
年
４
月
か

ら
８
％
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
10
％

に
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
法
案

が
平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
ま
し

た
が
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

分
の
円
滑
な
価
格
転
嫁
が
困
難
な

状
況
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
所
で
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
円
滑
に
消
費
税

の
価
格
転
嫁
が
行
え
る
よ
う
、
価

格
転
嫁
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行なっており、その過程で再
　生支援協議会を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

環境衛生業

製造業

卸売業

食品製造・
販売業   

ホテル丸治

ホテルニューイタヤ

ホテルニューイタヤ

ホテルニューイタヤ

ホテルニューイタヤ

ホテルニューイタヤ

ホテルニューイタヤ

ホテル丸治

製造業

全業種

小売業

全業種

消費税引き上げに向けた経営力強化セミナー（業種別）の開催日程

 業  種 日   時 場   所  業  種 日   時 場   所

9/18(水) 午前10時30分～正午

9/19(木) 午前10時30分～正午

9/20(金) 午後2時～3時30分

9/24(火) 午後2時～3時30分

9/25(水) 午後3時～4時30分

9/27(金) 午前10時30分～正午

9/27(金) 午後2時～3時30分

9/30(月) 午後4時30分～6時



■産学連携相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	 　
申　込	 申し込みを受付後、希望日を調整して訪問します
問合せ	 地域振興部

■メンタルヘルス相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 従業員のメンタルヘルス問題の対処方法、
	 組織内のメンタルヘルス対策取り組み方法など
対　象	 会員企業の経営者、人事・総務担当などの管理職
相談員	 産業カウンセラー
問合せ	 地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 10月8日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） ・一日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 9月20日、10月4日　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※一日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター（☎670-2617）への
　予約が必要です。

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、

あなたの相談に応じます。

会場  法律・発明相談 ・ 一日知財窓口 ・ メンタルヘルス相談は
　　                           宇都宮商工会議所  ☎637-3131

商工会議所共済制度

宇都宮商工会議所創立120周年記念事業

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

新入会員 求む！！
宇都宮商工会議所では、創立120周年記念事業の一環として商工会議所新規入会キャンペーンを展開しています。
ぜひ商工会議所への新規入会事業所をご紹介くださるよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡
大

キャンペ
ーン

実施中
！！

1415 September 2013

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

9
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

9
月
24
日（
火
）

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

（
約
6
3
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、

全
国
主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
に
約
8
0
0
0
部
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

価
に
発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉

7
万
8
7
5
0
円
〜
）
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を

掲
載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

定
型
の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る

「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方

で
取
材
し
、
記
事
の
よ
う
な
形
で

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
ご
紹
介

す
る「
記
事
型
広
告
」、
発
送
用
封

筒
裏
面
広
告（
6
ヵ
月
単
位
）な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

約
6
3
0
0
事
業
所
の
経
営
者

に
直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地

人
」。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
6
3
7-

7
6
7
0

　

ふ
れ
あ
い
共
済
制
度（
入
院
給

付
金
付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
死

亡
特
約
付
福
祉
団
体
定
期
保
険
＋

宇
都
宮
商
工
会
議
所
独
自
の
給
付

制
度
）は
会
員
限
定
の
共
済
制
度

で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
さ
ら
に
ご
活

用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
制
度
に

す
る
た
め
、
本
年
の
10
月
１
日
か

ら
保
険
料
率
の
改
定
に
よ
る
月
額

掛
金
の
見
直
し
だ
け
で
な
く
、
当

所
独
自
の
給
付
制
度
の
内
容
を

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
会
員
事
業
所
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
60
歳

ま
で
の
方
々
も
０
・
５
口（
月
額

８
０
０
円
の
掛
金
）プ
ラ
ン
も
お

選
び
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
ふ
れ
あ
い
共
済
制
度
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

ふ
れ
あ
い
共
済

　

本
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
９

月
の
１
カ
月
間
を
新
規
加
入

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
当
所
職

員
が
引
受
保
険
会
社
で
あ
る
ア

ク
サ
生
命
保
険
㈱
社
員
と
と
も

に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
制
度
導
入
の
ご
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
記
載
内
容
は
、
ふ
れ
あ
い
共
済
制
度

の
一
部
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。
ご
加

入
に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

重
要
事
項
説
明
書（
契
約
概
要
・
注
意

喚
起
情
報
）を
必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宇都宮商工会議所独自の給付制度内容変更（Fコース  800円の例）

※期間：平成25年10月1日から平成26年9月30日まで。 【AXA-C-130819】

当所主催人間ドック・成人病健診・健康診断補助
要介護認定見舞金
成人祝給付金
結婚祝給付金
出産祝給付金
小学校入学祝給付金
還暦祝品
加入年齢の満了祝品（５年以上の加入者）    

一律        4,000円
一律   100,000円
一律     10,000円
一律     10,000円
一律     10,000円
一律       5,000円
          記念品
          記念品

病気による入院見舞金
（入院１日以上、1人 年２回限度）

 5日以上 一律    7,500円

一律    5,000円

一律  10,000円

一律  15,000円

一律  20,000円

一律  25,000円

１日以上 ６日以内

7日以上 14日以内

15日以上 24日以内

25日以上 59日以内

60日以上

不慮の事故による通院見舞金（通院日数５日以上、一人年２回限度）

給付内容    　　　　　　　　　　　                                                     コース Fコース（0.5口）

新設

新設

新設
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栃木県宇都宮市馬場通り1-1-1シティタワー宇都宮1F

カシカ株式会社

◎栃木県立博物館 ☎634-1311�
企画展「野の自然・やまの自然－平野部丘陵部総合調査から」
9月16日（月）まで
NHK宇都宮放送局開局70周年記念。栃木県の大地の成り立ちをはじ
め、雑木林保護、昆虫、植物、化石などを広く紹介。各リレー講座も開催。
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
企画展「川端康成コレクションと東山魁夷知識も理屈もなく、私は
ただ見てゐる。」
9月22日（日）～11月4日（月・祝）
川端と東山の交流を軸に、それぞれが愛した美術品と、両家ゆかりの東
山作品を一堂に展観。美を語らうことについての展覧会。（同館ＨＰより）
一般＝900円／大高生＝700円／小・中学生500円

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
企画展「マンハッタンの太陽」　
9月23日（月・祝）まで
夭折のアーティスト山中信夫の作品を中心に、19世紀から21世
紀の絵画など約百点を中心に、地球に光臨する太陽を考察、鑑賞、
体験する。（同館HPより）
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

1617 September 2013

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 カシカ株式会社（旧 ㈲レザール広告事務所）

☎627-9182 
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　

総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

　

戦
史
研
究
家
の
著
者
が
、ア
メ
リ
カ
議
会

図
書
館
な
ど
に
遺
さ
れ
た
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト

ラ
ー
の
蔵
書
を
調
べ
、彼
の
思
想
的
背
景
を

あ
ぶ
り
出
し
た
労
作
。
こ
れ
も
一
種
の「
評

伝
」で
し
ょ
う
が
、
切
り
口
が「
蔵
書
」と
い

う
と
こ
ろ
が
、新
鮮
で
す
。
特
に
彼
の
右
翼

思
想
や
反
ユ
ダ
ヤ
人
思
想
が
ど
の
よ
う
な

本
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
か
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
ま
す
。
こ

と
思
想
に
関
し
て
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
決
し
て

傑
出
し
て
お
ら
ず
、
他
の
人
（
無
名
の
オ

カ
ル
ト
思
想
家
か
ら
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

ま
で
）か
ら
盗
ん
で
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
た
こ

と
が
、は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
ヒ
ト
ラ
ー
に
つ
い
て
の
研
究
書

と
し
て
読
ん
で
も
い
い
で
す
し
、
あ
る
特

殊
な
思
想
傾
向
の
（
非
常
に
危
険
な
思

想
で
す
が
）ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
と
し
て
読
む

こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
秋
の
夜
長
の
友

に
ど
う
ぞ
。

『
ヒ
ト
ラ
ー
の
秘
密
図
書
館
』

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ラ
イ
バ
ッ
ク［
著
］

赤
根
洋
子［
訳
］

文
春
文
庫

８
１
９
円
＋
税

A
〜
H
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

〈
ヒ
ン
ト
〉 

企
業
買
収
の
話
で
よ
く
聞
く「
T
O
B
」、日
本
語
で
言
う
と
？　

株
式
□
□
□
□
□
□
□
□

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.

13.
14.
15.
16.
17.
18.
20.

1.
5.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
14.
15.
18.
19.
21.
22.

胡弓の音に乗って夜通し踊る、越中おわらの行事
ありもしない事柄を、さも事実かのようにデッチあげること
カタクチイワシを海苔のように板状に干した食べ物
よく言います「エビで○○を釣る」

「今回は彼に随分苦労をかけた。○○○○の言葉をかけてやろう」
「いつまでもあいつと○○突き合わせてないで仲直りしたら」
セクハラ、パワハラ、この「ハラ」をちゃんと言うと？
ヨーロッパ出張から戻ったばかりで○○ボケが辛い

「あいつ、議論で○○○○が悪くなると、いつの間にかいなくなる」
同点の9回裏、暴投でサヨナラ負け、○○○ない幕切れに
ゆでダコを酢に浸した食品
社会奉仕などに熱心な人を○○○家と言います
対戦相手に呑まれないように○○を入れてやるか
○○か事件かで警察の対応は大違い

コオロギに似た秋の虫。「チン、チン、チン」と鳴くのでこの名が
アイツ、いい歳をしてAKBに○○を上げてるんだって？　などと
-273.15℃これを○○○○零度と言う
どこまで伸びるか楽しみ、栃木出身のスイマー○○○公介選手
工夫に工夫を重ねて、やっと○○○どおりに仕上がった
アルプスの少女ハイジの女ともだち
○○○○暴食は体調をくずすもと

「一人暮しなのでひと通りの○○○、洗濯はこなせます」などと
結局、自分が責任を取る○○になってしまった
補助的な役目をする人、助手とも
婚○○、就○○、最近は内定後の配○○もあるとか
京都にある臨済宗の古刹、塔頭に真珠庵、大仙院などがある
あの人のものに対する目の○○○○○は独得だね
力士が足腰を鍛えるために踏む

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
9
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「 だからこそできること」

不
景
気
。
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
。

経
験
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
。

今
。
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
。

あ
な
た
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である
双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、
ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平
泉」など数々の題字を手がける。全国で
ユニークな個展を開催。著書は、作品集
【絆】、【上機嫌のすすめ】など 20 を超え
る。書道教室は約３００名（２００５年よ
り満席状態が続く）。公式ブログ「書の力」
のアクセス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

業種 鋳造 代表  金子  堅一 さん

〈所在地〉
宇都宮市羽牛田町268

45655-0375

いものや　
キャスティングカネコ

　

鋳
物（
鋳
造
）を
ご
存
知
で
す
か
？
な

か
な
か
馴
染
み
が
な
い
よ
う
で
す
が
意

外
に
も
身
近
に
あ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
鋳
物（
鋳
造
）に
携
わ
り
早
50
年

が
経
ち
ま
す
が
、
仕
事
か
ら
教
わ
る
事

が
多
く
勉
強
の
日
々
で
す
。
毎
日
、
鋳

物（
鋳
造
）と
向
き
合
い
日
々
変
化
す
る

品
物
と
格
闘
し
て
い
ま
す
。
そ
の
鍛
錬

し
た
技
術
で
独
自
に
造
っ
た
創
作
鋳
物

の
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
日
の
暇
診
察
券
に
聞
い
て
み
る

四
捨
五
入
や
は
り
私
が
蚊
帳
の
外

梅
雨
明
け
て
日
本
列
島
傷
だ
ら
け

お
隣
の
屋
根
邪
魔
に
し
て
遠
花
火

一
匹
の
蚊
へ
立
ち
上
が
る
老
い
の
意
地

年
寄
の
耳
へ
そ
ぞ
ろ
な
遠
花
火

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
ま
だ
ま
だ
遠
い
町
工
場

逝
く
夏
へ
も
う
正
月
の
話
な
ど

こ
の
世
で
は
添
え
ぬ
運さ

だ
め命
の
流
行
歌

風
の
向
き
そ
ろ
そ
ろ
秋
が
見
え
隠
れ

江
部　

政
司

大
塚　

栄
子

平
田
と
み
子

渋
谷
美
知
子

鈴
木
芙
美
子

星　
　

政
造

渡
辺　

一
雄

毛
塚　

ヒ
ロ

伊
藤　

王
子

福
田　
　

弘
（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

第
192
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
待
合
室
に
馴
染
む
顔
々
。

〈
評
〉
ま
た
も
外
れ
て
売
出
し
の
籖
。

〈
評
〉
災
害
の
あ
と
太
る
土
建
屋
。
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九
月
十
五
日（
日
）

中
村
八
幡
宮
例
大
祭（
真
岡
市
）

　

元
文
元
年（
一
七
三
六
）年
に
参
勤
交
代
の

際
、
当
時
の
伊
達
藩
主
・
伊
達
吉
村
が
神
馬

を
奉
納
し
、
例
大
祭
の
折
、
若
者
が
弓
の
腕

前
を
競
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
伝
統
行

事
。
陣
太
鼓
の
合
図
で
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル

の
参
道
を
疾
走
し
、
馬
上
か
ら
的
を
射
抜
く

流
鏑
馬
が
見
ど
こ
ろ
。
参
道
で
は
神
輿
渡
御

も
行
わ
れ
る
。

九
月
十
六
日（
金
）

河
井
の
さ
さ
ら（
茂
木
町
）

　

河
井
八
幡
宮
と
長
寿
寺
で
五
穀
豊
穣
を
祈

願
し
獅
子
舞
が
行
わ
れ
る
。
神
事
の
後
、
地

元
の
小
学
生
に
よ
っ
て
笛
の
音
に
の
り「
打
込
」

「
神
立
」な
ど
が
奉
納
さ
れ
る
。
県
無
形
民
俗

文
化
財
。

九
月
二
十
二
日（
日
）

生
子
神
社
の
泣
き
相
撲（
鹿
沼
市
）

　

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
奇
祭
。

安
産
と
子
育
て
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
。
一、

二
歳
の
幼
児
を
抱
き
か
か
え
た
力
士
姿
の
氏

子
が
、
東
西
に
わ
か
れ
掛
け
声
と
と
も
に
幼

児
を
頭
上
高
く
三
回
抱
き
上
げ
る
。
か
つ
て

は
、
先
に
泣
い
た
方
が
勝
ち
と
な
っ
た
が
、
今

は
両
方
に
勝
ち
ど
き
が
あ
が
る
。
参
加
者
は

事
前
申
込
。

九
月
二
十
日（
火
）～
二
十
六
日（
月
）

岩
船
山
高
勝
寺
大
縁
日（
岩
舟
町
）

　
「
関
東
の
高
野
山
」と
称
さ
れ
、
日
本
三
大

地
蔵
第
一
の
霊
場
と
呼
ば
れ
る
岩
船
山
高
勝

寺
。
子
授
、
子
育
、
安
産
を
願
う
地
蔵
信
仰

で
知
ら
れ
、
彼
岸
に
は
県
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
。

宇都宮伝統文化連絡協議会長  柏村  祐司

　

宇
都
宮
市
西
原
小
学
校
の
東
に
一
向

寺
と
称
す
る
時
宗
の
寺
が
あ
る
。
本
堂
の

南
に
コ
ン
ク
ー
リ
ー
ト
造
り
の
お
堂
の
中
に

立
派
な
仏
像
が
祭
ら
れ
て
い
る
。通
称「
汗

か
き
阿
弥
陀
」と
い
わ
れ
る
銅
造
阿
弥
陀

如
来
坐
像
で
あ
る
。
汗
か
き
阿
弥
陀
と

親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
る
の
は
、
大
事

件
の
起
こ
る
前
に
は
汗
を
か
く
と
い
う
言

い
伝
え
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
銅
製
の
仏

像
が
汗
を
か
く
と
い
う
の
は
何
と
も
不
思

議
な
こ
と
で
あ
る
が
、
空
気
が
異
常
に
湿

気
を
含
ん
で
い
る
夏
の
日
な
ど
に
は
、
室

内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
冷
た
い
仏
像
の
肌

に
湿
っ
た
空
気
が
触
れ
て
、
そ
こ
に
水
滴

を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
非
常
時

に
多
く
の
人
の
眼
に
つ
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
寺
の
記
録
に
よ
れ
ば
こ
こ
百
年
間
で
は

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
の
時
に
汗
を

か
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
汗
か
き
阿
弥
陀
は
、
室
町
時
代
前

期
に
作
ら
れ
た
像
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代

の
作
風
を
伝
え
、
ま
た
全
身
に
、
発
願
の

趣
旨
・
発
願
者
名
・
発
起
人
名
・
造
仏
に

関
係
し
た
結
縁
者
名
等
、
判
読
可
能
な

文
字
だ
け
で
も
一
一
二
九
の
文
字
が
陰
刻

さ
れ
て
い
る
全
国
で
も
珍
し
い
仏
像
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
立
派
な
仏
像
に
も
か
か
わ

ら
ず
汗
か
き
阿
弥
陀
は
、
本
堂
の
傍
ら
の

お
堂
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
客
仏
と
し
て
安

置
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
汗
か
き
阿

弥
陀
は
、
も
と
も
と
一
向
寺
の
本
尊
で
は

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

実
の
と
こ
ろ
汗
か
き
阿
弥
陀
は
、
か
つ

て
一
向
寺
に
隣
接
し
て
あ
っ
た
長
楽
寺
の

本
尊
で
あ
っ
た
。
長
楽
寺
は
、
一
向
寺
四

世
行
蓮
上
人
が
、
一
向
寺
の
末
寺
と
し
て

下
河
原
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
長
楽
寺
と
一
向
寺
と
は
関
係
深

く
、
一
向
寺
の
住
職
が
長
楽
寺
の
住
職
を

兼
務
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

慶
長
三
年（
一
五
九
八
）、
長
楽
寺
は
下
河

原
よ
り
西
原
の
一
向
寺
に
隣
接
し
て
移
さ

れ
、
さ
ら
に
明
治
二
年
長
楽
寺
は
廃
滅
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
本
尊
の
汗
か
き
阿
弥
陀

は
客
仏
と
し
て
一
向
寺
へ
移
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
先
に
述
べ
た
陰
刻
さ
れ
た 

一 

一 

二
九
の
文
字
に
よ
れ
ば
、
汗
か
き
阿
弥
陀

は
応
永
十
二
年（
一
四
〇
五
）、
宇
都
宮
氏

十
二
代
の
満
綱
が
願
主
、
一
向
寺
住
職
の

忍
阿
が
発
起
人
と
な
り
造
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
像
の
右
肩
に
は「
善

導
大
師
」や「
良
忍
上
人
」あ
る
い
は「
源

空
上
人
」の
文
字
が
見
え
る
。
源
空
上
人

と
は
浄
土
宗
の
開
祖
法
然
上
人
の
こ
と
で

あ
り
、
善
導
大
師
は
浄
土
宗
五
祖
の
一 

人
で
あ
り
、
良
忍
上
人
は
融
通
念
仏
衆

の
祖
で
あ
る
。
こ
う
し
た
浄
土
衆
の
高
僧

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

時
宇
都
宮
の
地
に
お
い
て
鎌
倉
新
仏
教
の 

一 

つ
で
あ
る
浄
土
信
仰
の
力
が
次
第
に
高

ま
って
いっ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

さ
て
、
こ
の
仏
像
の
作
者
で
あ
る
が
、

像
の
背
面
に「
応
永
十
二
年
乙
酉
四
月
二

日　

大
工
秦
景
重
」と
あ
る
。
大
工
と
あ

る
が
今
日
い
う
建
築
職
に
あ
る
大
工
で
は

な
く
、
工
匠
の
長
を
い
い
、
秦
景
重
な
る

人
物
は
鋳
物
師
で
あ
っ
た
。
作
風
か
ら
宇

都
宮
駅
前
に
あ
る
宝
蔵
寺
の
通
称
お
よ

り
の
鐘
も
秦
景
重
の
作
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
お
り
、
実
物
は
存
在
し
て
い
な
い

が
、
二
荒
山
神
社
に
納
め
ら
れ
た
狛
犬
像

も
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
秦
景
重
な
る
人
物

は
、
十
四
世
紀
の
後
半
か
ら
十
五
世
紀
に

か
け
て
宇
都
宮
を
中
心
に
か
け
て
活
躍
し

た
鋳
物
師
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
鋳
物
と
い

え
ば
佐
野
天
命
が
有
名
で
あ
る
が
、
彼
ら

の
活
躍
か
ら
宇
都
宮
で
も
鋳
物
業
が
盛
ん

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

第13回

銅造阿弥陀如来坐像・通称汗かき阿弥陀

一向寺本堂

汗かき阿弥陀
客仏といわれる由縁

(写真提供：柏村祐司 『栃木の祭り』より)



宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

9月
Sep

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
25
年
8
月
30
日
現
在
）

　

　
　

2013

9月

MITOUTSUNOMIYAMAEBASHI

MITO

キタ
カンだより

MAEBASHI

◎
9
月
25
日（
水
）

 　
「
愉
快
の
日  

協
賛
事
業
」

●
消
費
者
還
元
セ
ー
ル

　
（
１
・
２
階
店
舗
協
力
）

◎
9
月
27
日（
金
）

 　
「
宇
都
宮
Ｐ
Ｒ
案
内
」

●
宮
カ
フ
ェ
店
頭（
う
つ
の
み
や
プ
ラ

イ
ド
創
造
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
催
）

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
6
6
6-

8
9
3
8

午
前
11
時
〜
午
後
10
時

☎
6
6
6-

8
7
8
5

●
2
階  

プ
チ
プ
レ
リ

●
1
階  

＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み
や
シ

テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る
案
内
所

設
置（
毎
週
日
曜
日
） 

9
月
1
日
・

8
日
・
15
日
、
10
月
6
日

ま
ち
な
か
案
内
所

　

前
橋
三
大
ま
つ
り
の
ひ
と
つ「
前
橋
ま
つ

り
」。
戦
後
間
も
な
い
昭
和
23
年
に
復
興
祭
と

し
て
始
ま
っ
た
伝
統
あ
る
お
祭
り
で
、
今
年

で
65
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
「
祇
園
山
車
」や「
神
輿
」な
ど
、
江
戸
時
代

の
絵
巻
に
も
描
か
れ
た
祇
園
祭
等
に
端
を
発

す
る
伝
統
行
事
の
ほ
か
、市
民
総
出
で
イ
チ
ョ

ウ
を
模
っ
た
鳴
子
で
踊
る「
前
橋
だ
ん
べ
え

踊
り
」、
そ
し
て
和
太
鼓
の
演
奏
や
八
木
節
、

民
謡
踊
り
、
ダ
ン
ス
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
、
中
心
市
街
地
を
会
場
と
し
て
活
気
溢
れ

る
多
く
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）の
２

日
間
開
催
！
た
く
さ
ん
の
人
出
と
屋
台
で
賑

わ
う
お
祭
り
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

平
成
23
年
３
月
に
北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し（
約
１
５
０
ｋｍ
）、
栃
木
、
茨
城
、

群
馬
の
３
県
が
結
ば
れ
ま
し
た
。一
般
道
利
用
に
比
べ
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

宇
都
宮
市
か
ら
水
戸
市
、
前
橋
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１
時
間
30
分
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
の
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

第65回前橋まつり

逆川緑地
水戸市千波町  

☎029-244-2888

（水戸市公園協会）

http://www.mito-park.net

/park/sakagawa/

　

逆
川
緑
地
は
、
那
珂
川
の
支
流
で
あ
る
逆

川
の
両
岸
と
、
そ
こ
に
連
な
る
森
林
か
ら
な

る
公
園
で
す
。
わ
き
水
が
豊
富
な
た
め
、
水

は
清
流
を
保
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
生
植
物
や
、

そ
こ
に
暮
ら
す
昆
虫
・
魚
・
鳥
な
ど
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊

具
も
あ
る
た
め
、
子
ど
も
連
れ
で
楽
し
め
る

こ
と
う
け
あ
い
で
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
の
初
期
、
徳
川
光
圀
公

が
水
不
足
解
消
の
た
め
に
造
っ
た「
笠
原
水

道
」の
跡
地
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
広
場
に
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
、

紅
葉
も
鮮
や
か
で
す
。
市
街
地
の
賑
や
か
さ

か
ら
少
し
離
れ
て
、
秋
風
に
吹
か
れ
な
が
ら

の
散
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

逆川緑地

第65回前橋まつり
前橋中心市街地一円

☎027-234-5108

（前橋まつり実施委員
会）

http://www.maebashi-

cvb.com/event/e_
maebashi.htm

◎
9
月
27
日（
金
）

 　
「
歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ
」

●
2
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
宮
カ
フ
ェ
」の
季
節
の
お
す
す
め
商
品

1
階 

ブ
ラ
ン
ド
マ
ル
シ
ェ
の「
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
」で
は

◎
ミ
ヤ
リ
ー
の
ラ
ブ
リ
ー
ビ
ー
ル

 

……
…
…
…
…
…
…
…

5
0
0
円

「
ミ
ヤ
リ
ー
」が
仕
込
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー

ル
で
す
。

◎
ミ
ヤ
リ
ー
の
ゆ
め
サ
イ
ダ
ー　

 

……
…
…
…
…
…
…
…

2
0
0
円

 「
ミ
ヤ
リ
ー
」が
サ
イ
ダ
ー
に
な
っ
て
登
場
！

２
階 

レ
ス
ト
ラ
ン
の「
プ
チ
プ
レ
リ
」で
は

◎
大
人
気
☆
宇
都
宮
牛
1
0
0
％ 

ハ
ン
バ
ー
グ
ラ
ン
チ

　

  

「
ハ
ン
バ
ー
グ
＋
ラ
イ
ス
＋
サ
ラ
ダ

バ
ー
＋
ド
リ
ン
ク
バ
ー
」が
付
い
て 

１
、

４
８
０
円

◎
日
替
わ
り
パ
ス
タ
ラ
ン
チ　

　

 

「
パ
ス
タ
＋
ラ
イ
ス
＋
サ
ラ
ダ
バ
ー
＋

ド
リ
ン
ク
バ
ー
」が
付
い
て  

１
、
２
８

０
円

◎
デ
ィ
ナ
ー
は
、

     

ビ
ア
ホ
ー
ル
と
し
て
営
業
！　

　

  

エ
ビ
ス
生
３
８
０
円
、
サ
ッ
ポ
ロ
生
３

５
０
円
、
お
つ
ま
み
１
８
０
円
〜

2021 September 2013

19回第

株式会社 アキモ

ときめき10点セット
(AKIMO通販限定)

新製品
「Lo-alle（ロア㆑）」

本社社屋

奈
川
県
に
あ
る
秋
本
食
品

㈱
の
子
会
社
と
し
て
昭
和

35
年
に
誕
生
し
た
同
社
が
、
親
会
社

と
の
関
係
は
保
ち
な
が
ら
、
独
立
し

た
グ
ル
ー
プ
企
業
の
一
員
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
は
、
平
成
18
年

の
こ
と
。

　
「
現
在
の
経
営
理
念
は
、
そ
の
後

に
作
っ
た
も
の
で
す
。
以
前
の
も
の
は

表
現
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
時
代
に

合
わ
せ
て
分
か
り
や
す
く
し
ま
し
た

が
、精
神
は
変
わ
って
い
ま
せ
ん
」（
秋

本
社
長
）

　
「
ア
キ
モ
」
と
聞
く
と
、
漬
け
物
を

思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
経
営
理
念
か
ら
も
分
か
る
と
お

り
、
漬
け
物
は
商
品
の
ひ
と
つ
の
形
。

　
「
日
本
人
の
野
菜
の
摂
取
量
は
、

近
年
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。
け

れ
ど
も
野
菜
は
健
康
維
持
増
進
に

欠
か
せ
な
い
、
重
要
な
食
べ
物
で
す
。

私
ど
も
は
、
野
菜
の
加
工
を
通
じ
て
、

よ
り
多
く
の
方
に
健
康
を
お
届
け
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
社
で
は
、
地
域
貢
献
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
本
社
工
場
周
辺
に

あ
じ
さ
い
を
植
え
て
、
毎
年
６
月
に

「
あ
じ
さ
い
祭
り
」
を
開
催
。
12

回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
２
千
人

も
の
客
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
２
年
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
の
「
ア
キ
モ
カ
ッ

プ
」
は
、県
内
外
各
地
の
小
学
生
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
約
40
チ
ー
ム
が
一
堂
に

会
す
る
ビ
ッ
グ・ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
す
。

　
「
企
業
は
、
長
く
続
く
こ
と
が
重

要
。
そ
の
た
め
に
は
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
経
営
を
心
が
け
ま
す
。

急
成
長
す
る
の
で

は
な
く
、
時
間
を

か
け
て
お
客
様
や

地
域
の
方
々
と
の

関
係
を
醸
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
「
時
代

の
ニ
ー
ズ
」
を
み

ご
と
に
つ
か
ん
だ

商
品
が
、
今
年
下

野
農
園（
㈱
フ
ァ
ー

ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ム
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）

と
の
コ
ラ
ボ
で
発
売
さ
れ
、
た
ち
ま

ち
大
人
気
と
な
っ
て
い
る
発
酵
野
菜

の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
「
ロ
ア
レ
」
で
す
。

ア
キ
モ
の
研
究
開
発
チ
ー
ム
が
野
菜

を
発
酵
さ
せ
た
ペ
ー
ス
ト
を
開
発

し
、
下
野
農
園
の
シ
ェフ
が
そ
れ
を

使
っ
て
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に
商
品
化
。
今

年
８
月
に
発
売
さ
れ
る
と
中
央
の
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
品
切

れ
続
出
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
商
品
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
主
力
商
品
は
漬
け
物
で
す
が
、

私
は
ア
キ
モ
は
漬
け
物
屋
だ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
野
菜
を
食
べ
て
も

ら
う
た
め
の
手
法
、
商
品
を
提
供
す

る
会
社
で
す
。
研
究
開
発
チ
ー
ム
も

こ
の
考
え
を
共
有
し
て
く
れ
た
か
ら

こ
そ
、
今
回
の
新
商
品
の
成
功
に
つ

な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ま
さ
に
、
経
営
理
念
が
会
社
の
躍

進
に
結
集
し
た
、
良
い
例
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

秋
本
社
長
は
ブ
ロ
グ
に
も
「
私
見

で
す
が
、
食
品
業
界
は
今
後
の
日
本

を
代
表
す
る
業
界
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
自
信
を

も
っ
て
書
い
て
い
ま
す
。
そ
の一翼
を
、

栃
木
県
の
企
業
で
あ
る
同
社
が
担
う

こ
と
で
、
新
た
な
「
メ
ー
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
」「
メ
ー
ド・
イ
ン・
と
ち
ぎ
」

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
誕
生
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「

急
成
長
す
る
よ
り
も
、長
く
続
き
人
々
に

 

貢
献
で
き
る
会
社
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
平
成
18
年
に「
栃
木
秋
本
食
品
」か
ら「
ア
キ
モ
」へ
社
名
変
更
。
商
品
も
浅
漬
け
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
は
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の

ヒ
ッ
ト
商
品（
共
同
開
発
）も
登
場
し
、
新
た
な
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
、
株
式
会
社
ア
キ
モ
。
秋
本
薫
社
長
に
、

社
是
社
訓
に
こ
め
た
想
い
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

顧客本位
お客様満足が第一の目的である

切磋琢磨
競争こそ維持発展の原動力である

不易流行
革新の連続が伝統を維持する

野菜を
おいしく楽しくたくさん食べて、
すべての人に健康になって

いただきたい。

経営理念

社是

株式会社アキモ
代表取締役  秋本 薫氏

Information

株式会社 アキモ
代表取締役  秋本  薫
設立／昭和35年６月
所在地／宇都宮市石井町2341
☎ 028- 667- 0545
5028- 667- 5749

http://www.akimo.co.jp
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　今月号の特集は、宇都宮が生んだ偉人「蒲生
君平」について掲載しました。
　今年は、林子平、高山彦九郎と並んで「寛
政の三奇人」と呼ばれた蒲生君平が没して
200 年という節目の年です。天台宗を大成させた慈覚
大師円仁や、足尾鉱毒被害の解決に活躍した田中正造と
いった偉人は有名ですが、この機会に蒲生君平の足跡を
たどり、再評価してみてはいかがでしょうか。

第
８
回
う
つ
の
み
や
食
育
フ
ェ
ア　

〜
食
に
感
謝
！
健
康
に
感
謝
！
宮
の
食
卓
〜

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り「
宇
都
宮
折
り
紙
愛
好
会〝
お
り
ひ
め
〟」が
オ
リ
オ
ン
賞
を
受
賞

座
、
減
塩
や
肥
満
予
防
等
テ
ー
マ
別
に

よ
る
料
理
体
験
、
と
ち
お
と
め
25
の
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
な
ど

◎
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア

（
株
）タ
ニ
タ
の
管
理
栄
養
士
に
よ
る
タ

ニ
タ
社
員
食
堂
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
食
事
バ

ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

◎
バ
ン
バ
ひ
ろ
ば

「
ク
ッ
キ
ン
グ
戦
士
：
ク
ッ
ク
マ
ン
」な

　

毎
年
恒
例
の「
オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ

り
」が
、
８
月
２
日（
金
）か
ら
５
日（
月
）

の
４
日
間
開
催
さ
れ
、
商
店
街
加
盟
店

や
一
般
の
個
人
・
団
体
、
協
賛
企
業
な

ど
が
参
加
し
、
全
43
作
品
が
オ
リ
オ
ン

通
り
を
彩
り
ま
し
た
。

　

８
月
４
日（
日
）に
は
、
オ
リ
オ
ン
通

り
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の
オ
リ
オ
ン
賞
に

輝
い
た
の
は
、「
宇
都
宮
折
り
紙
愛
好
会

〝
お
り
ひ
め
〟
」様
で
し
た
。
受
賞
に
あ

　

宇
都
宮
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

食
育
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
食
育
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
学
校
、
地
域
、

企
業
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
食

育
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
８
回
を
迎
え
る
今
年
は
、「
食
に
感

謝
！
健
康
に
感
謝
！
宮
の
食
卓
」を
サ
ブ

テ
ー
マ
に
、
食
育
か
ら
健
康
寿
命
を
の

ば
す
こ
と
を
考
え
て
、
食
育
の
体
験
を

し
た
り
、
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
た

く
さ
ん
用
意
し
て
、
皆
さ
ま
の
お
越
し

も
っ
た
い
な
い
市（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
）、
も
っ
た
い
な
べ 

な
ど

【
交
通
案
内
】

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

来
場
者
用
駐
車
場（
中
央
卸
売
市
場
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

宇
都
宮
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民

会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
u-m

ottainai.com
/

）で
、「
も
っ
た
い

な
い
フ
ェ
ア
」に
関
す
る
情
報
を
随
時

更
新
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ど
の
人
気
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
ス
ト

リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
食
育
フ
ェ
ア

限
定「
う
つ
の
み
や
野
菜
ス
ー
プ
」の
販

売
、
地
産
地
消
朝
市
な
ど

※
他
に
も
会
場
共
通
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
も
行
い
ま
す
。

【
交
通
ア
ク
セ
ス
】

宇
都
宮
市
役
所
駐
車
場
が
一
般
開
放
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
宇
都
宮
市
中
央
卸

売
市
場（
宇
都
宮
城
址
公
園
ま
で
、
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
）に
無
料
駐
車
場

（
約
６
０
０
台
分
）を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

た
り
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
構
想
か
ら
3
年
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
バ
ラ
を
ひ
と
つ
折
る
の
に
1

時
間
か
か
っ
て
い
た
の
が
、
慣
れ
て
き

て
短
時
間
で
折
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
で
こ
の
よ
う
な
賞
を
取
れ

て
う
れ
し
い
で
す
」

　

惜
し
く
も
受
賞
を
逃
し
た
一
般
参
加

の
皆
さ
ん
に
は
、（
協
）宇
都
宮
餃
子
会

様
か
ら
参
加
賞
と
し
て「
宇
都
宮
餃
子
食

べ
歩
き
券
」が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】  

10
月
６
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
荒
天
中
止
）

【
会
場
】

宇
都
宮
城
址
公
園
、
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
、
バ
ン
バ
ひ
ろ
ば

【
内
容
】

◎
宇
都
宮
城
址
公
園

県
内
で
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

音
羽
和
紀
シ
ェ
フ
に
よ
る
食
育
ミ
ニ
講

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア
２
０
１
３　

〜
9
月
は
、も
っ
た
い
な
い
月
間
〜

　

宇
都
宮
市
と
宇
都
宮
市
も
っ
た
い
な

い
運
動
市
民
会
議
は
、
ひ
と
や
も
の
を

大
切
に
す
る
こ
こ
ろ
で
あ
る「
も
っ
た

い
な
い
」を
テ
ー
マ
に
、
環
境
配
慮
型
・

参
加
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
ご
来
場
の
際
に
は
、
マ
イ
は
し
・

マ
イ
バ
ッ
ク
を
お
忘
れ
な
く
！ 

マ
イ
は

し
持
参
者
に
は
特
典
あ
り
！

【
日
時
】  

９
月
29
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
決
行
）

【
会
場
】  

宇
都
宮
城
址
公
園

【
内
容
】

◎
ス
テ
ー
ジ

市
橋
有
里
さ
ん
に
よ
る｢

も
っ
た
い
な

い｣

グ
ル
メ
シ
ョ
ー
、
も
っ
た
い
な
い
係

長
ミ
ヤ
リ
ー
と
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
宇
都
宮
白
楊
高
等
学
校

に
よ
る
古
着
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど

◎
ブ
ー
ス

市
民
団
体
や
企
業
の
も
っ
た
い
な
い
に

関
す
る
取
り
組
み
、
廃
材
を
使
っ
た
工

作
教
室
、
マ
イ
バ
ッ
ク
の
お
絵
か
き

コ
ー
ナ
ー
、
各
種
模
擬
店
な
ど

◎
そ
の
他

先
着
で
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え

る｢

も
っ
た
い
な
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー｣

、

問合せ

宇
都
宮
市
も
っ
た
い
な
い
運
動

市
民
会
議
事
務
局

（
宇
都
宮
市
環
境
政
策
課
内
）

☎
6
3
2-

2
4
1
7

問合せ

う
つ
の
み
や
食
育
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局

（
宇
都
宮
市
健
康
増
進
課
内
）

☎
6
2
6-

1
1
2
6

もったいない運動推進ロゴマーク

昨年のもったいないフェアの様子

最優秀賞のオリオン賞（「宇都宮折り紙愛好会“おりひめ”」の作品）

○宇都宮市長賞（「さくらが丘幼稚園」の作品）

○宇都宮市議会議長賞（「岸 章弘さん」の作品）

宇都宮商工会議所会頭賞
（「しらゆりこども園」の作品）

○宇都宮市商店街連盟会長賞
（「ベビーショップカネヤ」の作品）

宇都宮観光コンベンション協会会長賞
（「宇都宮市立宝木中学校美術部」の作品）

宇都宮市長賞
（「さくらが丘幼稚園」の作品）

宇都宮市議会議長賞
（「岸 章弘さん」の作品）

宇都宮商工会議所会頭賞
（「しらゆりこども園」の作品）

宇都宮市商店街連盟会長賞
（「ベビーショップカネヤ」の作品）

宇都宮観光コンベンション
協会会長賞

（「宇都宮市立宝木中学校
美術部」の作品）

2223 September 2013

◎オリオン賞……………… 宇都宮市折り紙愛好会
　　　　　　　　　　   　  “おりひめ”

◎宇都宮市長賞………………… さくらが丘幼稚園
◎宇都宮市議会議長賞………… 岸　章弘
◎宇都宮商工会議所会頭賞…… しらゆりこども園
◎宇都宮市商店街連盟会長賞… ベビーショップカネヤ
◎宇都宮観光コンベンション
     協会会長賞… ………………… 宇都宮市立宝木中学校
                                                      美術部

平成25年度オリオン七夕まつり審査結果〈受賞作品〉（敬称略）

◎優秀賞
●花久
●宇都宮大学教育学部附属
  特別支援学校 PTA
●宇都宮餃子館
●松ヶ峰幼稚園
●長谷川時計店

◎努力賞
●ヨークベニマル
●宇都宮市国際交流協会
●田村妙子
● Y’s tea
●東武宇都宮百貨店




